
 

                                                   Ｈ２９．３．２２ 

日時・場所 平成２９年１月２９日（日）１３：３０～１６：３０  高松国際ホテル 瀬戸の間 

目 的 
参加者が、医療職・看護職・介護職等のそれぞれの専門性を理解し、「顔の見える関係づくり」を

促進することで、ネットワーク構築を図る。 

参加者 １３６人 （各団体の参加人数内訳については、裏面参照） 

内 容 

◆特別講演 

テーマ：横須賀市における在宅医療・介護連携推進の取り組み 

～最期まで住み慣れた場所で～ 

講 師：横須賀市健康部地域医療推進課 課長 川名 理恵子氏 

◆パネルディスカッション 

テーマ：本当に、高松で在宅（自宅）医療・介護は可能か 

コーディネーター：大原 昌樹氏（医師/香川県介護支援専門員協議会会長） 

パネリスト：長尾 知恵氏（主任介護支援専門員/ウェルネス香川 第１事業所） 

     深田 由美子氏（介護福祉士/社会福祉法人牧羊会 ヨハネの里ﾍﾙﾊﾟｰｽﾃｰｼｮﾝ） 

講 評：横須賀市健康部地域医療推進課 課長 川名 理恵子氏 

◆グループディスカッション（２５グループ） 

テーマ①：地域での連携の課題 

テーマ②：今後、地域でどのように多職種連携を進めていくか？ 

◆名刺交換 

結果 

【アンケート結果より抜粋】 １１２人回答 （回収率８２．４％） 

参加者の職種は、１７職種 （医師、歯科医師、薬剤師、看護師、保健師、介護支援専門員、

社会福祉士、介護福祉士、理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、歯科衛生士、精神保健

福祉士、ＭＳＷ、訪問介護員、生活相談員、事務） 

１ 昨年（平成２８年１月２４日開催）の研修に参加したか 

  はい ３７人   いいえ ７３人  未回答 ２人 

２ 特別講演について 

○「よく理解できた」と答えた方が７８％、「まあまあ理解できた」と答えた方が２２％だった。 

○具体的な取組が聞けて参考になった、「お互いへのエチケット」という表現が素晴らしい、

行政が音頭を取ると物事がスムーズに進むと感じた、といった意見があった。 

３ パネルディスカッションについて 

○「よく理解できた」と答えた方が５２％、「まあまあ理解できた」と答えた方が４４％だった。 

○自宅での看取りについて参考になった、介護職と医療職の連携について考えさせられた

といった感想がある一方、時間が短かった、という意見もあった。 

４ グループディスカッションについて 

○「良かった」と答えた方が７２％、「まあまあ良かった」と答えた方が２１％だった。 

○多職種の方と本音でやり取りができ理解が深まった、このような場がもっとあればよいと

思うといった感想がある一方、時間が短かった、テーマが漠然としていた、という意見もあ

った。 
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◆各団体の参加人数 

 
団 体 名 

参加 

人数 

 
団 体 名 

参加 

人数 

1 高松市医師会  ５ 11 高松市訪問介護連絡協議会 ７ 

2 高松市歯科医師会 ４ 12 香川県介護福祉士会 ２ 

3 高松市薬剤師会 ６ 13 香川県社会福祉士会 ７ 

4 
香川県看護協会、香川県訪問看護 

ステーション連絡協議会 
６ 14 香川県歯科衛生士会 ６ 

5 香川県理学療法士会  ７ 15 地域医療連携室（病院） １５ 

6 
高松市指定居宅介護支援事業者 

連絡協議会 
３ 16 老人介護支援センター １５ 

7 高松市老人福祉施設協議会 ５ 17 在宅医療コーディネーター １２ 

8 認知症疾患医療センター ４ 18 高松市地域包括支援センター ９ 

9 香川県作業療法士会 ６ 19 連携会議委員、事務局、その他 １５ 

10 香川県言語聴覚士会 ２    

合   計 １３６ 

 

５ 今後の研修参加希望の有無と内容について 

○「参加したい」と答えた方が６１％、「できれば参加したい」と答えた方が３７％だった。 

○多職種との顔の見える関係づくりを推進するため、研修に参加したいとの意見があった。 

○研修のテーマについては、同じ内容の繰り返しで良い、横須賀市の「マナーブック」のよう

な媒体づくり、連携のための共通様式の作成、地域の課題をもとにした事例検討、各職

種について知っていただく機会づくり、地域（市民）のニーズを知る場づくり、といった提案

があった。 

○研修の方式については、グループディスカッションやワールドカフェ等の多職種が話合い

をできるような方式で、時間を長く取って欲しいとの意見が多く聞かれた。また、中学校区

程度の毎回同じ小グループで話し合い、より連携を深めたいといった意見もあった。 

６ 多職種連携研修全体の御意見について 

○多職種連携に必要な取組としては、定期的な勉強会や研修の実施、情報共有ができるシ

ステムやマニュアルづくり、市民への積極的な周知、小地区ごとの顔の見える連携の場

の設定、などについて、行政や医師会が主導して実施して欲しいとの提案があった。ま

た、このような研修に来ない人にどうアプローチしていくかといった課題も聞かれた。 

○今回の研修会については、参加して勉強になった、次回も参加したい、もう少し短い期間

で開催してほしい、といった意見が聞かれ、このような場の開催に関するニーズが高いこ

とがわかった。 

 


